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学校教育法には,1947(昭和22)年の公布・施行の時点からすでに,盲・聾 。養護学校に高等部
を,高等学校に特殊学級 (以下,75条学級)を設置しうることが明記されていた。障害児をも例外
とせず後期中等教育の対象とした学校教育制度を想定していたのである。しかし,戦前から職業教
育の蓄積を有した盲・聾学校においては早期に高等部教育が具体化されたものの,養護学校に関し
ては義務制そのものの施行が延期され,また,高等学校に関しては新制高校を整備するのに精一杯
で75条学級の開設どころではなかった。その意味で,1979年度の養護学校教育の義務制施行は,単
に義務教育保障だけでなく,養護学校の高等部教育の拡充など,障害児への後期中等教育の保障に
おいても重要な意味を持っている。
本稿。では,学校基本調査の分析を通して,障害児の後期中等教育への進学状況を明らかにする。
具体的には,主に文部省『学校基本調査報告書』及び文部省初等中等教育局特殊教育課『特殊教育
資料』の統計データを使用した。分析の対象期間は,義務化以前の状況を把握する意味で義務化前
年の1978年3月卒業者から,本稿執筆時点で公表されている1991年3月卒業者までの14年分である。
I.全国総計の分析
1,進学者数及び進学率
(1)年次推移 (表1)
学校基本調査における「進学者」とは,各年3月の新規卒業者 (従って,いわゆる「浪人」を含
まなVゝ)のうち,高等学校の本科 (全日制,定時制に,1984年以降は通信制課程を含む。以下同様)
及び別科,高等専門学校 (1962年以降),盲・聾・養護学校の本科及び別科に進学した者 (現役進学
者。就職しながら進学した「就職進学者」を含む。ただし, 5月1日までに退学した者を除く)を
言う。なお,専修学校,専門学校,公的職業訓練施設等への入学者は「教育訓練機関等入学者」と
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して分類され,「進学者」には含まれない。
①中学校卒業者
中学校 (75条学級を含む)卒業者の進路は,1950年3月卒業者から調査が継続されており,進学
者数及び進学率の推移を知ることができる(表1)。1950年に42.5%であった進学率は,1954年には
50%を,1961年には60%を,1965年には70%を,1970年には80%を,ついに1974年には90%を突破
して今日に至っている。ほぼ5年に10%,毎年2%ずつの伸びを示したことになる。1980年代には
高原状態となっているが,1991年の進学率は実に95.4%に達しており,量的には「準義務化」の状
況にある。
②75条学級卒業者
中学校のうち,75条学級の卒業者の進学者数は,1968年から公表されている。ただし,1975年ま
では就職進学者を含んでいない。また,障害種別のデータはなく,国公私立の75条学級の合計値と
なっている。1968年当初,中学校卒業者の進学率は76.8%であったにもかかわらず,75条学級卒業
者の進学率はわずかに2.9%(就職進学者を除く)にしか過ぎなかった。1991年度においても,57.
6%であり,養護学校に比してさえ常に低い進学率となっている。しかし,就職進学者を加えた1976
年に一気に28.5%に上昇して以降,1979年に30%を,1983年に40%を,1987年に50%を越え,養護
学校義務化以降,ほば毎年2%ずつの顕著な伸びを示している。
③盲学校中学部卒業者
盲・聾・養護学校中学部の卒業者に関しては,1967年の統計から示されている。
盲学校に関しては,1967年から一貫して90%台であり,義務教育修了後の進学がかなり以前から
一般的であったことが分かる。1976年に97.3%と最高値に達した後,養護学校義務化によリー 時的
に91%近くへとわずかに低下している。その後,再び上昇し95%前後となっている。
④聾学校中学部卒業者
聾学校に関しては,1967年に84.5%であった進学率が,1971年に90%を突破し,養護学校義務化
以降も一貫して96%以上の高率を維持している。
⑤養護学校中学部卒業者
養護学校に関しては,上昇していた進学率が養護学校義務化により下降した後に再び上昇してい
る。すなわち,1967年に27.9%であった進学率は,1978年の68.2%まで仲び続けた後,1983年には
52.2%にまで下落している。しかし,その後再び上昇し,1991年には70%を突破して過去最高の72
6%となっている。こうした量的変化だけではなく,養護学校に関しては,進学率の意味するところ
が義務化の前後で質的に相違しているということを踏まえる必要がある。それは,進学率に上下の
変動があっても,進学者数は増加してきていることにうかがえる。すなわち,中学校や盲・聾学校
とは異なって,養護学校は義務化によって児童・生徒数 (つまり卒業者数)自体が量的に大きく増
加するとともに,質的にも重度障害児及び重複障害児を含んだ進学率へと変化してきたということ
である。
障害種別で見た場合 (ただし,肢体不自由及び病弱養護学校に関しては公表データが不足)には,
精神薄弱養護学校が,1980年の50,3%から1991年の69.7%へ,■年間で19。4%と大きく伸びたこと
が分かる。
なお,1983年の極端な下落は,1979年度にそれまでの不就学者を小学部の1年生ではなく6年生
(1年間で小学部の課程を修了させて中学部への進学資格を付与するため)に多数措置したにもか
かわらず, 4年後の1983年時点の進学保障の態勢を整えなかったためである。
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(2)卒業機関別の進学率の格差 (表1)
障害児の進学率は全般的に上昇傾向にある。特に,これまで進学率の低かった養護学校 (主に精
神薄弱)と75条学級の卒業者において特徴的に認められる。しかし,依然として養護学校及び75条
学級卒業者の進学率は低 く,卒業した教育機関によって進学率が大きく異なっている状況である。
具体的には,1991年で,中学校卒業者の進学率は95.4%に対して,75条学級は57.6%,養護学校
は72.6%である。養護学校に関しては,肢体不自由養護学校の83.4%に比して,病弱養護学校が71.
1%,精神薄弱養護学校が69,7%とわずかに低 くなっている。これに対して,同じ障害児でも,盲学
校は96.4%,聾学校は98.6%と中学校卒業者の進学率よりも高くなっている。
75条学級及び養護学校に関して今後も引き続き進学率が上昇し,この格差が解消されるかどうか
が注目されよう。
2.進学機関
(1)盲・聾学校中学部卒業者 (表2)
統計上,進学機関は3つに区分される。すなわち,高等学校(本科及び別科),高等専門学校また
は盲・聾・養護学校高等部 (本科及び別科)である。この内,高等専門学校は後期中等教育と高等
教育の両方にまたがる教育機関であるが,高等専門学校に進学する障害児は合計しても極めて少数
(0人ないし1桁台)であるので,表2では高等学校と高等専門学校を併せて「高校等」として,
「高等部」と2つに大別した。
盲・聾学校の中学部から高等学校等に進学する者は,1979年以降大きな変化はなく,毎年各々20
人未満である。残る大多数は高等部に進学しており,例えば1991年において,盲学校の中学部を卒
業した進学者の94,4%,聾学校の中学部を卒業した進学者の98.4%が高等部に進学している。
なお,中学校の通常の学級を卒業した後に高校等に進学する視覚障害児及び聴覚障害児は学校基
本調査の数字には上がってこない。
(2)養護学校中学部及び中学校75条学級卒業者 (表2)
①養護学校
養護学校の中学部の卒業者に関しては,高校等への進学者は300～500人台 (『特殊教育資料』でみ
るとその大多数は病弱養護学校卒業者である)であり,大きな変化はない。一方,高等部へは1979
年の進学者数を1001して1991年には187と2倍近くに増加している。進学者の内で高等部に進学し
た者の割合も,1979年の87.6%から1991年には91.8%となっている。
②75条学級
中学校の75条学級の卒業者に関しては,例えば1979年に進学者の68.9%が高校等に進学していた
ように,かつては高等部よりも高校等が多かった。それが,1984年以降は逆転し,1991年では高校
等に進学したものは31.4%となり,代わって進学者の68.6%が盲・聾・養護学校の高等部に進学し
ている。高校等への進学者数は,1979年を100として1991年には66となっており,単にパーセンテー
ジだけでなく実際の人数も約3分の2に減少している。逆に,高等部への進学者は,1979年(100)
から1991年(319)へ3倍以上の人数増加となっている。
(3)養護学校高等部への進学者の増大 (表3)
表2の合計欄をみると,1979年において進学者の62.5%が高等部へ進学していたのが,1991年に
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はさらに増えて81.1%となっている。高等学校に75条学級が開設されていないこともあって,盲・
聾・養護学校の高等部は,障害児の進学者の約5分の4を受け入れる後期中等教育機関となってい
る。中でも,養護学校高等部への進学者が増大している。
表3に,養護学校高等部 (本科)1年生の在学者数 (K)を示した (なお,養護学校の別科の在
籍者は極めて少数か0人である)。 1979年を100とすると1991年には234と倍増し,人数的にも1万人
台に達している。養護学校高等部への進学者には,盲・聾学校中学部の卒業者も存在するが,多数
は養護学校及び75条学級の卒業者である。カロえて,中学校の通常の学級からの進学者も無視できな
い人数に上る。表3では,盲・聾学校を除いて,通常の学級,75条学級及び養護学校の3つを掲載
した。
3つの卒業教育機関の高等部への進学者の合計 (J)は,養護学校高等部 (本科)1年生の在籍
者数 (K)にほぼ等しい。もちろん,「J」 には盲・聾学校の高等部に進学した者が含まれており,
「K」には新規卒業者でない浪人進学者や盲・聾学校からの進学者も含まれているので,表3の「卒
業機関別比率」はあくまで推計値に過ぎない。しかし,実数に近い値であると思われる。
養護学校中学部卒業者の比率は,1979年に64.0%であったのが1991年には51.1%へと低下してい
る。これに対して,75条学級の卒業者の比率は29.3%から39.8%へ,通常の学級の卒業者の比率は
6.7%から9.1%へと上昇している。養護学校の中学部から高等部へ進学する者が増えただけでなく,
75条学級の卒業者,さらには通常の学級の卒業者の養護学校高等部への進学が増えていることが分
かる。
なお,通常の学級に在籍する障害児数は学校基本調査の項目には存在しないが,通常の学級から
高等部に進学した人数から推測することができる。具体的には,1979年に288人であったのが,1987
年以降には900人を越えて,3倍以上に増加している。高等部への進学者以外にも障害児は含まれて
いるので,実数はさらに膨らむものと推測される。
3.進級・進学に伴う在籍者数の変化 (表4及び5)
進級・進学に伴って,就学から高等部卒業までの12年間に在籍者数がどのように変動するかをみ
た。1978年から1991年までのデータからは,1978年度と1979年度の就学児について12年間を追跡す
ることができる (1978年度就学障害児―表4,1979年度就学障害児一表 5)。
(1)視覚障害
視覚障害に関しては,盲学校と弱視学級をみた。盲学校は,両年度就学児ともに小学部1年生か
ら中学部3年生までの9年間に,約300人から400人へと計100人程度が増えている。弱視学級は,20
人台～50人台と人数的には多くないが学年により変動がある。高等部へは中学校 。中学部の新規卒
業者ばかりでなく,多数の中途障害者が入学してくるために,高等部の在籍者は中学3年生在籍者
の1.5～1.8倍になっている。盲学校の高等部は,前期中等教育に続く後期中等教育機関であるとと
もに,中途障害者のための教育機関としての役割も大きい。
(2)聴覚障害
聴覚障害に関しては,聾学校と難聴学級をみた。聾学校は,小。中学部の9年間ほとんど増減が
ない (幼稚部から小学部へ進学する時点で聾学校から通常の学級や75条学級に転出するために減少
するといわれている)。 難聴学級は,小学校の中学年で増えた後に,中学校へ進学する時点で減少す
る。聾学校の高等部の在籍者は,聾学校と難聴学級の中学3年生を合計した在籍者数にほぼ等しく,
数字的には,中学校の難聴学級の生徒が聾学校の高等部に進学してくることが推測された。
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(3)精神薄弱・肢体不自由・病弱 。その他
精神薄弱,肢体不自由,病弱などを併せて,養護学校とその他の75条学級 (精神薄弱学級,肢体
不自由学級,身体虚弱学級,言語障害学級,情緒障害学級)をみた。
養護学校は,1979年度の養護学校教育の義務化の影響を受けて,1978年度就学児は1年生から2
年生への進級に際して在籍者が増えている。総じてみると,中学部3年生の在籍者の70%前後の人
数が小学部1年生時点で在籍し,小学校6年間で80%程度に増え,中学校進学時点で95%まで増え
るパターンである。
75条学級の精神薄弱学級及び情緒障害学級は,小学校の中学年で増え,中学進学に際して一度減
少するが中学校で再度増える傾向にある。肢体不自由学級,身体虚弱学級及び言語障害学級は,小
学校 1・2年生の在籍者数が最も多く,小。中学校の9年間で次第に減少していくパターンである。
養護学校の高等部への卒業機関別の進学者の比率は先に推定したのでここでは言及しない。
H.都道府県別の分析
1.盲学校中学部卒業者 (表6)
全国総計の分析に加えて,進学率を中心に,都道府県別の分析を行った。
盲学校に関しては,中学部全員の卒業者が進学する進学率100%のところが少なくない。14年間に
おいて,最も少ない1981年で27府県 (57.4%)が,最も多い1991年で39都府県 (83.0%)が全員進
学であった。中でも,秋田県,岐阜県,京都府,広島県,大分県,沖縄県の6府県は,14年連続で
全員進学を達成しており注目された。また,富山県,奈良県,和歌山県の3県は,13回が全員進学
の年であった。
一方,北海道は一度も全員進学を実現しておらず,極めて特異であった。また,福岡県は2回(1979,
1990年),愛知県は3回(1982,1984,1990年)と全員進学の が少なかった。
盲学校に限らず,こうした都道府県の格差の要因については,学校基本調査の数字だけからは明
らかにすることができない。別途に実態調査を行い,分析する必要があろう。
2.聾学校中学部卒業者 (表7)
聾学校に関しては,さらに盲学校よりも全員進学のところが多い。最も少ない1980年で28府県(59.
6%)が,最も多い1988年で実に41都府県(87.2%)が全員進学であった。岩手県,石川県,山梨県,
滋賀県,京都府,高知県,宮崎県の7府県が,14年連続で全員進学を達成していた。また,秋田県,
栃木県,富山県,和歌山県,鳥取県,広島県,徳島県,香川県,佐賀県,大分県,鹿児島県の11県
は,13回が全員進学の年であった。
一方,兵庫県は一度も全員進学を実現しておらず,極めて特異であった。また,北海道は全員進
学の年がわずか2回(1982,1985年)に留まっていた。
3.養護学校中学部卒業者 (表8)
養護学校の都道府県別のデータに関しては,養護学校全体 (国公私立合計)の数値が公表されて
いるだけなので,障害種別の分析はできない。
養護学校に関しては,199o年までの13年間に全員進学を達成した都道府県はなく,1989年広島県
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の99.4%が最高であつたが,ついに1991年に徳島県が進学率100%を達成している。これに対して,
最低は,1983年島根県の13.5%である。
確かに盲・聾学校には進学率0%(表6及び7の「―」表示)のところが存在するが,これは少
人数の卒業者の中で進学者がないか卒業者自体が存在しない年に出現したものであり,恒常的な都
道府県格差は指摘した一部の道県に限定されていた。しかし,養護学校の場合には,都道府県の間
での格差が恒常的かつ全国的に認められた。
まず,高い進学率の目安として進学率80%以上 (表8・網掛け表示)のところをみた。14年間連
続が,東京都,京都府,大阪府,広島県の4都府県であつた。以下,12回が奈良県,11回が千葉県,
和歌山県,10回が神奈川県,石川県,沖縄県, 9回が埼玉県, 8回が徳島県, 7回が滋賀県, 6回
が山梨県, 5回が香川県,高知県, 4回が佐賀県, 2回が富山県,愛媛県, 1回が栃木県,鳥取県
である。首都圏及び近畿圏など特定の都府県が高い進学率を示している。
高い進学率の都府県の14年間の進学率の推移には,大きく4つの類型が認められる。
第一は,一貫して80%以上の高い進学率を達成しているところ(→型 :東京都,京都府,大阪府,
広島県)である。これら4都府県は,1979年度の義務化以前から障害児の全員就学及び進学保障を
進めてきた経緯があり,義務化によりわずかに進学率が低下したものの直ちに回復を示している。
京都府と広島県はともに12回が90%以上であり,年によっては95%を越え,99%台という高進学率
も実現している。大阪府は,11回が90%以上であるが,95%を越えたことはない。東京都は80%台
後半が多く,90%を越えたのは4回である。大阪府や東京都には,京都府・広島県のレベルにあと
わずかのところで到達できない何らかの規定要因が推預Iされる。
第二は,義務化前後には80%以上あった進学率が義務化以降に80%未満に下降し,その後再び80
%以上に回復したところ(U型:埼玉県,神奈川県,石川県,山梨県,奈良県,和歌山県,徳島県,
香川県,沖縄県)である。これらの県は,義務化の全員就学に応じた進学保障の態勢が整わずに一
旦は進学率を低下させたことが推測され,その後は次第に進学保障の態勢を整えて進学率を回復し
ている。特に徳島県は落差が大きく,1978年97.6%のベスト2位から1983年48.0%まで半減した後
に,再び進学率を高めて1991年にはついに100%を達成している。また,奈良県は,最近では東京都・
大阪府を越える90%台の進学率を安定的に示している。
第二は,80%未満であった進学率を次第に高めてきたところ (ノ型 :千葉県,滋賀県,鳥取県)
である。千葉県は,義務化をはさんで急速に進学率を上げ,隣の東京都を越える90%台の高い進学
率を示すまでになっている。滋賀県は,1979年ワースト5位の36.5%から90%前後に達しており,
また鳥取県は,1985年ワースト2位の29.5%から80%前後を示すまでになっている。
第四は,義務化までは80%以上であった進学率が義務化以降は次第に低下したところ (ヽ型 :栃
木県,富山県,愛媛県)である。これらの県に関しては,義務化以前の高進学率が,例えば多数の
重度・重複児を不就学とした上で達成されていたなどの疑似的数値であつたことを推測させる。例
えば富山県は,1979年4.7%のベスト3位であった進学率が半減し,最近でも全国平均並かそれ以
下となっている。
次に低い進学率の目安として40%未満 (表8・アンダーライン表示)のところをみた。13回が北
海道,12回が新潟県,11回が福島県,島根県,長崎県,10回が熊本県, 9回が秋田県,山口県, 8
回が山形県, 7回が群馬県,大分県, 4回が宮城県, 3回が鳥取県, 2回が青森県,岐阜県,静岡
県,岡山県,宮城県, 1回が岩手県,茨城県,福井県,長野県,滋賀県,福岡県,鹿児島県である。
北海道,東北,北関東,中国,九州といつた地方に低い進学率のところが多い。
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低い進学率の道県の14年間の進学率の推移には,大きく2つの類型が認められる。
第一は,ほぼ一貫して低い進学率となっているところ(→型 :北海道,秋田県,山形県,福島県,
群馬県,新潟県,長崎県,熊本県,大分県)である。北海道は,1979年(41.5%)の1回を除いて
一貫して20～30%台を低迷している。そして,最近の6年間は連続してワースト4位以下に含まれ
ており,うち最下位が4回である。新潟県は,1980年以降12年連続して40%未満である。福島県は,
1991年にようやく40%を越えたものの,1980年以降11年連続して40%未満であった。長崎県も,1980
年及び1982年以降10年連続して40%未満である。
第二は,40%未満の低い進学率を脱して全国平均前後に進学率を高めているところ (ゴ型 :宮城
県,鳥取県,島根県,山口県)である。40%未満が宮城県は4回,鳥取県は3回あったが,最近は
全国平均を越えている。40%未満が7回以上の14道県の内,島根県と山口県の2県は,最近になっ
て40%を越えて60%台の進学率を示しており,低い進学率をなんとか脱したと言えよう。
4.中学校75条学級卒業者 (表9)
(1)進学率
75条学級に関しても,都道府県の間の格差の存在が指摘できる。
75条学級卒業者の進学率は,全国平均値が1978年の27.0%から1991年の57.6%へと信増しており,
大きく変化している。進学率80%台の府県がみられるようになったのは1985年(富山県)以降であ
り,進学率の最高は1989年京都府の87.3%である。これに対して, 1桁台の進学率の県もあり,進
学率の最低は1979年島根県の5.4%である。しかし,1983年には1桁台の進学率はなくなり,1991年
には10%台の進学率も解消され,1991年現在では20%台も残すところ5県となっている。
まず,高い進学率の目安として,養護学校よりも10%低くした70%以上 (表9・網掛け表示)の
ところをみた。10回が京都府, 7回が広島県, 5回が東京都,神奈川県,富山県,奈良県, 4回が
大阪府,高知県, 3回が石川県,山梨県,徳島県, 2回が秋田県,鳥取県, 1回が大分県,沖細県
である。
京都府は,1982年に70%台に達した後,10年連続して70%を越えている。さらに,1986年以降は
安定して80%台の進学率を維持している。
京都府以外では,年による変動が大きいところもあるが,最近の4年間連続して70%以上は,東
京都,神奈川県,大阪府,奈良県,高知県である。これに,富山県と広島県を比較的高い進学率の
県として加えることができよう。このうち,神奈川県,高知県は,1978年に10%台という低い状況
から,約10年の間に70%を越える進学率へと変化している。
次に,低い進学率の目安として,養護学校と同様匡40%未満 (表9・アンダーライン表示)のと
ころをみた。14年連続が,茨城県,栃木県,静岡県,滋賀県である。以下,13回が福島県,新潟県,
12回が宮城県,愛知県,島根県,熊本県,宮崎県,11回が岩手県,千葉県,愛媛県,長崎県,10回
が福井県,佐賀県, 9回が群馬県,岐阜県,二重県,鹿児島県, 8回が青森県, 7回が埼玉県, 6
回が北海道,山形県, 5回が沖縄県, 4回が兵庫県,徳島県,高知県, 3回が神奈川県,鳥取県,
山口県,福岡県, 2回が秋田県, 1回が富山県,石川県,長野県,香川県である。40%未満が14年
間に1度もないのは,東京都,山梨県,京都府,大阪府,奈良県,和歌山県,岡山県,広島県,大
分県の9都府県である。
低い進学率の県のうち,静岡県は1991年になるまで13年連続して20%未満であり,特徴的であっ
た。茨城県,栃木県は,14年間一貫して30%未満である。新潟県も,1978年を除いて13年連続で30
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(2)進学機関 (表10)
『学校基本調査報告書』には,75条学級に関してのみ,進学機関別の人数が都道府県別に掲載さ
れている。表10においては, 5年おきに1980年・1985年・1990年について,進学者の進学機関別 (高
校等・高等部)の内訳をみるとともに,「進学」には含まれないが75条学級卒業者の進路にあっては
「進学」に匹敵する「教育訓練機関等入学」に関しても同時にみた。
①高校等進学タイプ
高校等への進学者を全国総計でみると,1980年3,471人(26.2%),1985年2,3 8人(21.4%),1990
年1,751人(16.9%)と,人数。率ともに減少傾向にある。しかし,都道府県別にみると,卒業者の
50%以上が高校筆に進学しているところ (高校等進学タイプ)もある。
具体的には,秋田県 (1980・85年),富山県 (1980年),石川県 (1980年),山梨県 (1980年),長
野県 (1980年),鳥取県 (1990年),岡山県 (1980年),広島県 (1980年),愛媛県 (1980年),佐賀県
(1980年),大分県 (1980・85。90年)である。この内,大分県は3か年いずれも50%以上であり,
また,山梨県及び広島県は3か年いずれも40%以上と,恒常的に高校等への高い進学率を維持して
おり特徴的であった。
②高等部進学タイプ
高等部への進学者を全国総計でみると,1980年1,528人(11.5%),1985年2,8 4人(25.9%),1990
年4,■6人(39.7%)と,人数・率ともに増カロ傾向にある。これも都道府県別にみると,卒業者の50
%以上が高等部に進学しているところ (高等部進学タイプ)がある。
具体的には,埼玉県 (1990年),東京都 (1985。90年),神奈川県 (1985・90年),富山県 (1990年),
石川県 (1990年),京都府 (1985・90年),大阪府 (1990年),兵庫県 (1990年),奈良県 (1990年),
高知県(1990年)である。この内,東京都,京都府,大阪府,奈良県の4都府県は,1980年からすで
に30%以上の高率を示していた。富山県及び石川県は,1980年に高校等進学タイプであったものが,
10年後の1990年には高等部進学タイプに転換しており,特徴的であった。
③教育訓練機関等入学
教育訓練機関等への入学者を全国総計でみると,1980年1,869人(14.1%),1985年1,363人(12.
2%),1990年1 人(8.8%)と,人数 。率ともに減少傾向にある。都道府県別にみると,特にタイ
プとして取り出せるほどの高率ではないが,滋賀県のように3か年いずれも20%前後を示している
県がある。また,静岡県 (1985年33.1%),岩手県 (1980年29.3%)など,年によっては30%前後の
率を示しているところもある。
5。 養護学校及び75条学級のクロス (図1, 2及び3)
養護学校及び75条学級の進学率は,都道府県間に大きな格差がみられた。これら2つの進学率を
クロスさせることによって,各都道府県の養護学校及び75条学級の進学率の類型を調べた。すなわ
ち,全国平均値を境に,A(養高。級高 :養護学校・75条学級ともに全国平均以上),B(養高。級
低 :養護学校は全国平均以上,75条学級は全国平均未満),C(養低・級高 :養護学校は全国平均未
満,75条学級は全国平均以上),D(養低・級低 :養護学校・75条学級ともに全国平均未満)の4グ
ループである。とりあえず,ここでは1980年及び1990年の各々とその10年間の変化をみた。
まず,1980年(図1)についてみると,進学率の全国平均は,養護学校中学部卒業者が60.0%,
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中学校75条学級卒業者が37.7%であった。Aグループは,山梨県,京都府,奈良県,広島県などの
15都府県 (31.9%)であった。Bグループは,茨城県,埼玉県,千葉県,神奈川県,愛知県,鳥取
県,高知県,沖縄県の8県(17.0%)であった。Cグループは,秋田県,二重県,岡山県,福岡県,
大分県の5県(10.6%)であった。Dグループは,北海道,青森県,福島県,群馬県,新潟県,静
岡県,島根県,長崎県などの19道県 (40.4%)であった。
次に,1990年(図2)についてみると,進学率の全国平均値は,養護学校中学部卒業者が69.8%,
中学校75条学級卒業者が56.6%であった。Aグループは,東京都,神奈川県,石川県,京都府と大
阪府,奈良県,鳥取県,広島県など16都府県 (34.0%)であった。Bグループは,青森県,千葉県,
福井県,長野県,愛知県,滋賀県の6県(12.8%)であった。Cグループは,北海道,山形県,富
山県,岡山県,山口県,福岡県,大分県の7道県 (14.9%)であった。Dグループは,福島県,新
潟県,静岡県,長崎県,熊本県などの18県(38.3%)であった。
10年間の変化 (図3)をみると,両年ともにA(養高 。級高)グループであったのは,東京都,
石川県,山梨県,京都府,大阪府,奈良県,和歌山県,兵庫県,広島県,徳島県,香川県,佐賀県
の12都府県 (25.5%)である。1990年にAグループヘ移行したのは,埼玉県,神奈川県,鳥取県,
高知県 (いずれもBから)の4県(8.5%)であった。なお,1990年において養護学校中学部卒業者
の進学率が80%以上であり,かつ中学校75条学級卒業者の進学率が70%以上のところは,東京都(養
護学校91.3%,75条学級78.0%),神奈川県 (84.7%,79.1%),石川県(88.5%,85.7%),京都府
(97.4%,87.2%),大阪府 (92.4%,76.5%),奈良県 (92.6%,76.5%),鳥取県 (82.6%,81.
2%),広島県 (95.7%,75.6%)であった。これらの8都府県は,Aグループの中でも特に双方の
進学率の高いところであり,特徴的であった。
両年ともにB(養高・級低)グループであったのは,千葉県,長野県,愛知県の3県(6.4%)で
ある。これらの県は,養護学校は全国平均以上であるにもかかわらず,75条学級に関しては全国平
均未満という特徴的なケースであった。なお,1990年にBグループヘ移行したのは,青森県,福井
県,滋賀県 (いずれもDから)の3県(6.4%)であるが,Aグループヘ移行する過渡的現象か否か
は今後の推移を見て判断されよう。
両年ともにC(養低・級高)グループであったのは,岡山県,福岡県,大分県の3県(6.4%)で
ある。これらの県は,Bグループとは逆に,養護学校は全国平均未満であるにもかかわらず,75条
学級に関しては全国平均以上という特徴的なケースであった。1990年にCグループヘ移行したのは,
北海道,山形県,山口県 (以上はDから),富山県 (Aから)の4道県 (8.5%)であった。
両年ともにD(養低・級低)グループであったのは,岩手県,宮城県,福島県,栃木県,群馬県,
新潟県,静岡県,岐阜県,島根県,長崎県,熊本県,宮崎県,鹿児島県の13県(27.7%)である。
1990年にDグループヘ移行したのは,秋田県,二重県 (以上はCから),攻城県 (Bから),愛媛県,
佐賀県 (ともにAから)の5県(10.6%)であった。なお,1990年において双方の進学率がともに
40%未満のところは,福島県 (31.7%,24.3%),新潟県 (32.2%,11.2%),長崎県 (33.9%,30.
0%)の3県であり,Dグループの中でも特に双方の進学率の低いところであり,特徴的であった。
III.各都道府県の特徴
本稿の特長は,全国総計に加えて,都道府県別のデータ処理を行った点である。日本の学校教育
は都道府県間にあまり差がなく,否定的な意味では画一的とも言われるが,肯定的には一定の水準
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が全国的に確保されているとも言える。国の教育白書『我が国の教育水準』などにおいても,全国
総計の数字が示されるために,国内外から日本の教育は全国均一的に理解される傾向にあった。障
害児の後期中等教育への進学に関しても,同様である。今回明らかにしたような教育機関や都道府
県の間での格差の存在は,従来ほとんど認識されていない。
障害児の後期中等教育への進学の実態を明らかにしようとした先行研究には,大きく3つのもの
がある。1つは,特定の学校・学級に関する調査である分。2つは,特定の自治体に関する調査であ
る9。 そして, 3つは,全国的な調査・白書のたぐいである4ち 障害児の後期中等教育への進学実態
を解明するには,いずれも重要な調査である。しかし,都道府県の特徴や格差に言及したものは少
ない。特定の自治体や学校 。学級の調査の場合にも,対象とする自治体や学校 。学級が全国的にみ
てどのような特徴を有し,どのような位置にあるのかを規定した上で行われる必要があろう。なお,
都道府県別の実態の解明と,都道府県間の格差の規定要因の分析は今後の課題としたい。
最後に,各都道府県別に1990年のクロス図 (図2)におけるグループを記載した後,主に近年の
進学状況の特徴を要約しておく。その際,盲学校は固,聾学校は国,養護学校は国,75条学級は□
と略記する。
[北海道]C
[青 森]B
[山 形]C
[福 島]D
[茨 城]D
[栃 木]D
[群 馬]D
[埼 玉]A
[千 葉]A
[東 京]A
[神奈川]A
[新 潟]D
[富 山]C
[石 川]A
?
?
?
?
?
?
?
?
?
□は全国平均並か少し高いが,国は最近6年間連続してワースト4位以下となって
いる。また,固は14年間100%進学を一度も達成していない唯―のところである。圏
も100%進学でないことの多い数少ないところに含まれる。
国は60～70%台である。□は50%台で全国平均並である。東北地方の中では比較的
進学率がよい。
国はようやく50%台になった。□は30～40%台である。
国はこの5年間で30%台から70%台へと上がっている。□は40%未満である。
園はようやく40%を越えた。□は,かつてはベスト2・3位という年もあった (高
校等に多数が進学)が,最近は全国平均並である。
国はこの4年間40%未満である。□は全国平均並である。
園□ともに40%未満の年が多い。双方ともに進学率の低い県である。
国は70%台になってきた。□は14年連続して30%未満である。
園は40～50%台である。□は14年連続して30%未満である。
国は30～40%台である。□はようやく40%を越えて50%となっている。
園は80～90%台となっている。□は50～60%台の全国平均並である。
国は安定して90%台となっている。□は40～50%台と全国平均未満である。
国は80～90%台である。□も次第に上昇して70%台となっている。双方ともに高率
のところに含まれる。                      ｀
園は80%台である。□は1978年の10%台から上昇して70%台となっている。双方と
もに高率の県である。
国は12年連続して40%未満である。□は13年連続して30%未満である。双方ともに
低率の県である。
国は1987年の50%台から70%台に上がっている。□は70～80%台の年もある。園か
らかつては高校等に多数が進学していたが,今は高等部の方に多数が進学している。
国は義務化で一度60%台に落ちた後に,80%台に回復している。□はこの2年間70
%を越えている。富山県と同様に,□は高校等進学タイプから高等部進学タイプに
[福 井]B
[山 梨]A
[長 野]B
[岐 阜]D
[静 岡]D
[愛 知]B
[二 重]D
[滋 賀]B
[京 都]A
[大 阪]A
[兵 庫]A
[奈 良]A
[和歌山]A
[鳥 取]A
[島 根]D
[岡 山]C
[広 島]A
[山 口]C
[徳 島]A
[香 川]A
[愛 媛]D
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転換している。進学率の低い日本海側にあって,上ヒ較的進学率がよい。
:国は1987年の50%台から70%台に上がっている。□も近年は40%を越えて50%台に
なっている。
:園はこの3年は80～90%台である。□はこの4年間60～70%台である。□から高校
等に進学する者が50%近くおり,高校等進学タイプの県である。
:国は義務化で一度30%台に落ちた後に回復して,70%台となっている。□は50～60
%台である。□から高校等に進学する者が多い県に含まれる。
:国は1988年の50%からこの4年間に30%近く進学率を上げて78%となっている。□
も50%台になっている。
:国は40～50%台である。□は,1991年に20%台になるまで過去13年間連続して20%
未満であった。□から教育訓練機関等に入学する者が比較的多い。
国は1990。91年と70%台である。□は連続して40%未満であった後,ようやくこの
2年で40%台となっている。固は100%進学でない年の多い数少ない県に含まれる。
園は70%台が多いが,クロス図を作成した1990年は全国平均未満であった。□は30
%である。
国は80～90%台である。□は20～30%台である。近畿の中では唯―,□が低率のB
グループである。□から教育訓練機関等に入学する者が比較的多い県である。
国は安定して90%台である。□も安定して80%台である。双方ともにベスト2位以
上の年が多く,障害児の進学率が全国一安定的に高いところである。
国は安定して90%台である。□は70%台になっている。双方ともに高率である。
国は,近畿の中にあっては比較的低かったが,80%に近づいている。ロイま60%台に
なっている。なお,圏は14年間100%進学を一度も達成していない唯―の県である。
圏は90%台となっている。□は70～80%台となっている。双方ともに高率である。
国は80%台から1991年には90%台となっている。□は50～60%台である。
国は70～80%台となっている。□は1990年はベスト3位の80%台であったが,50%
台が多い。クロス図を作成した1990年は特に双方がともに高率であつた。なお,□
から高校等への進学が比較的多い県である。
回はこの4年間で30%台から60%台へ上げている。□は1桁台の年もあったが,よ
うやくこの2年に40%を越えた。
園は40～50%台である。□は50～60%台である。
圏は安定して90%台であり,京都府とベスト1位を競い合つている。□は60～70%
台である。□は高校等進学タイプの県である。
園は20～30%台であったものを4年間で70%近くにまで上げている。□も60%台へ
上昇している。
園は1991年についに全国で初めての100%を達成した。□は70%台の年もあるが50～60
%台である。
国は70～80%台である。□は50～60%台である。
園は70%台の年もあったが,50～60%である。□はこの4年間で60%台から30%台
へと低下している。四国の中で唯―のDグループである。
園は1989年に90%台であったが,この2年は70%台である。□は1988年にベスト1[高 知]A:
渡部昭男 :障害児の後期中等教育への進学
位であったが,この3年は70%台である。
[福 岡]Ci園は全国平均並であり,1991年には70%台となっている。□この5年間60%台であ
まり変化がない。固は100%進学でない年の多い数少ない県に含まれる。
[佐 賀]D:園はこの3年間に80%台から60%台へと低下している。□は30～40%台である。
[長 崎]D:園はこの10年間連続して40%未満となっている。□は,年によリアンバランスで,
1988・91年には全国平均を越えているが,40%未満の年が多い。
[熊 本]D:国はこの2年ようやく40%台となっている。□は30～40%台となっている。
[大 分]C:園はこの4年間連続して40%未満である。□はかつてはベスト5位以内の年もあっ
たが,最近は50～60%台である。□は高校等進学タイプの県である。
[宮 崎]D:園は40～50%台である。□は1988・91年が40%台であった他は40%未満である。
[鹿児島]D:国は次第に上昇して1991年には70%台になっている。□も次第に上昇し全国平均に
近づいている。
[沖 細]A:園は70～80%台である。□はこの4年間で70%台から50%台へと低下している。
《註》
1)障害児の後期中等教育に関する,渡部のこれまでの論稿は以下のとおりである。
①「高等部への希望者全入をどうすすめるか」『ブックレット全障研① 花ひらけ 十｀五の春″』全国障害者問
題研究会出版部 (1989)。
②「障害児の希望者全員進学実現への論理と課題」『障害者問題研究』第59号(1989)。
③「障害児と中等教育制度」『教育』第40巻第3号(1990)。
④「青年期教育としての後期中等教育J『障害児教育実践ハンドブック』労働旬報社 (1991)。
⑤「義務教育以降の教育保障」『障害者の人権 20の課題』全国障害者問題研究会出版部 (1992)。
2)〈特定の学校・学級に関する調査〉には,例えば以下のものがある。
①後藤守・4 笠ヽ原詠子「精神遅滞児における特殊学級卒業後の動向 (I)」『北海道教育大学紀要 第一部C 教
育科学編』第33巻第2号(1983)[対象 :北海道教育大学附属札幌小中学校特殊学級]。
②後藤守・小笠原詠子「特殊教育における後期中等教育の現状と課題J『北海道教育大学紀要 第一部C 教育
科学編』第39巻第1号(1988)[同上]。
3)〈特定の自治体に関する調査〉には,例えば以下のものがある。
①研究協議会「養護学校教育の義務制にかかわる諸問題に関する研究 (Ш)一心身に障害を持つ生徒の後期中
等教育段階での問題について一」『愛知県教育センタ 研ー究紀要』第75集(1986)[愛知県立特殊教育諸学校
中学部・高等部及び名古屋市を除く愛知県下の公立中学校特殊学級]。
②田中良三「障害児の後期中等教育の保障―愛知県における障害児学校高等部の現状と課題―」『愛知県立大学
文学部論集 (児童教育学科編)』 第34号(1984)。
4)〈全国的な調査・白書〉には,例えば以下のものがある。
①日本精神薄弱者福祉連盟『精神薄弱問題白書』(各年度)日本文化科学社。
②日本教職員組合『障害児教育白書No 2-障害児学校卒業生の進路実態―』(1984)。
(1992年4月20日受理)
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表1.義務教育終了後の進学者数及び進学率の推移
?
?
?
中学校卒業者
進学者数(進学率)
75条学級卒業者
人数(進学率)
盲学校中学部
卒業者
人数(進学率)
聾学校中学部
卒業者
人数(進学率)
養護学校中学部
卒業者
人数(進学率)
精神薄弱 1肢体不自由1病 弱
(進学率)I(進学率)|(進学率)
?
??
?
??
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960??．?‐????‐???????????‐?????‐‐?????‐???‐??????‐????
???????‐???‐?．
1981
1982
1983
*1984
1985
1,821,405(94.2)
1,890,559(943)
1,933,055(945)
1,941,320(947)
1,884,183(951)
1,774,056(954)
1,377,670(850)
1,360,889(872)
1,379,737(89.4)
1,473,882(908)
1,453,165(91.9)
1,447,702(926)
1,470,754(93.1)
1,502,482(93.5)
1,536,659(94 0)
1,623,759(94.2)
(%)人
329( 2 9)
1,243( 7.9)
1,680( 9 8)
?
?
?
?
?
??
??
??
??
??
(%)人
843(969)
783(935)
778(946)
20(944)
716(947)
692(93.3)
672(956)
614(964)
567(936)
545(973)
468(94.9)
507(939)
433(939)
439(915)
419(925)
358(918)
429(911)
438(95 8)
414(94.3)
379(94 5)
396(94.1)
395(95 0)
353(95.1)
282(93 1)
268(96 4)
(%)人
1,468(845)
1,398(854)
1,363(87 3)
1,377(89 9)
1,223(90 2)
1,212(94 2)
1,096(93 8)
1,078(95 2)
967(95 0)
910(96 7)
1,006(97 2)
889(96 6)
857(96 9)
754(96 2)
1,033(96 8)
725(98 4)
816(98 3)
686(97 6)
652(98 5)
604(97 3)
574(98 6)
543(97.7)
532(97 6)
495(98 2)
507(98 6)
人 (%)
64(279)
697(30_8)
915(36 0)
1,039(36.9)
1,208(43 0)
1,502(51 7)
1,831(57 3)
2,031(57_5)
2,332(62 6)
2,563(65 5)
2,609(66.5)
2,879(68.2)
3,147(66 8)
3,580(60_6)
3,928(63.1)
4,058(62 6)
4,392(52 2)
4,618(61 8)
4,724(62 9)
4,991(63 3)
5,347(65.6)
5,770(65 9)
5,730(67.8)
5,751(69 8)
5,644(72 6)
(%)(%) (%)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??，
…??
?
?
?
??，?
??，?
??，?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
4,887(28 )
4,374(28,7)
3,802(271)
4,037(30.3)
4,997(37.7)
4,622(38.1)
4,424(39 8)
5,102(42.7)
5,281(45 9)
5,272(47 3)
5,816(49 5)
5,958(51. )
6,139(54 1)
6,198(55 0)
5,867(56.6)
5,869(57.6)
注1) 『学校基本調査報告書』より作成。養護学校の障害種別に関してのみ,『特殊教育資料』及び『精神簿弱者問題白書』
より作成。
2) *1973年以降は沖縄県を含む。3) 「進学者」とは,高等学校の本科 (全日制及び定時制。キ1984年以降は,通信制課程を含む)及び別科,高等専門学
校 (*1962年以降),盲・聾・養護学校高等部の本科及び別科に進学した者 (就職進学者を含む)をいう。数字は,
卒業年3月の新規卒業者のうちの進学者 (5月1日現在在学の者)の人数及び進学率である。ただし,「75条学級」
・  に関しては,1975年以前 (――線以前)には就職進学者を含んでいない。
???
BttD+F+H
425(178)
125(191
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
コより
「高校等」とは,
「高等部」とは,
高等学校の本科及び別科,高等専門学校への進学者をさす。
盲・聾・養護学校高等部の本科及び別科への進学者をさす。
75条学級に関して,1978年の進学機関別の人数は不明である。
中学校75条学級卒の進学者 養 護 学 校 中 学 部 卒 の 進 学 者
1 こf半
度
?
? 観 覚 陣 審 聴 覚 陣 審 精神薄弱・ 肢体不自由・病弱・その
盲学校 弱視学級 /」  ヽ計 聾学校 難聴学級 小 計 養護学校 精神薄弱学級 ,厳体不自由学級 I身体虚弱学級 I言語障害学級 i情緒障害学級 /」ヽ  目十
/」ヽ 二年 39 (130)343 189(124) 3,731 ( 45)′ 63(47)! 368(283)1 995(748)134(1 9 ) 703(53)11 494 ( 58)
1979 40 (153)70 583(100) 5 744 ( 69)7,942(82)1 289(222) |,,102(829)525(2148) 77(73)17,579(89)
3 79) 52 (173) 6,138 ( 74)10613(109)+ 254 ,120 (102)
1981 47 (157)380 6.329(76)ユユ,225(116) 227(175)1 621(467)097 (1545) 20,646(105)
1982 46 (153)97 ( 88) 6,440 ( 77)10,86712)1 228(175)1 494(371)1 940(1324)20 115 ( 02)
1983 6 45(150)408(91) 6,634 ( 79)10,14604)1 203(156)1 419(315)! 792(1115)19,355(98)
中 1年 32 (107)433(96) 728 7,915 ( 95),089 4)i 128(98) i 106(80)1  95(134)1 84518 178 ( 92)
1985 29 ( 97)443(98) 8 156 ( 98) 07)1   1299 ), 181(136) 101(142)1,10020 084 ( 02)
1986 3 30(100) 8 355 (100)9 712 (100)1   13000) ! 133(100)1  71(100)'1,340(100)19,741(100)
??
?
?
??
?
?
卒業者 8,154 *75条学級 合計11.615
進学者 388[高等部 本科]| * 565[同] 4,861[同] ■75条学級 合計 3,606(高等部本科及び別科〕?〓??
?
?
?
?
?
795 (177) 710(97)9 468 9 468 ( 48)
1988 744 (165) 706(96)9 320 9.320 ( 47)
1989 703 (156) 697(95)9 095 9,095(46)
?
?
?
?
?
?
卒業著 699 8,911
連学者 329
注 1)『学校基本調査報告書コより作成。2)*印の75条学級の卒業者・進学者に関 しては,合計人数 しか公表されていないので,「合計」 として一括 して表示した。3)中学校 (中学部)卒業後の進学者は高等部本科に進学した者のみを表示 した。 また,高等部の学年別在籍者数及び高等部卒業者数 も高等部本科に関する数学である。4)単位 :人。( )内の数字は,中学校 (中学部)3年生を100とした在籍者数の指数である。
注 1)『学校基本調査報告書1より作成。2)■印の夕5条学級の卒業者・進学者に関 しては,合計人数 しか公表されていないので,「合計」 として一括 して表示 した。3)中学校 (中学部)卒業後の進学者は高等部本科に進学 した者のみを表示 した。また,高等部の学年別在籍者敷及び高等部卒業者数も高等部本科に関する数字である。4)単位 :人。( )内の数字は,中学校 (中学部)3年生を100とした在籍者数の指数である。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
（?
?
）
???
?
?
?
? 視 覚 障 害 聴 覚 障 害 ・肢体不自由・病弱 。その他
盲学校 弱視学級 /」  ヽ計 聾学校 難聴等級 /」ヽ  計 養護学校 精神薄弱学級 i肢体不自由学級 身体虚弱学級 言語障害学級 I情緒障害学級 /1  ヽ計
19794ヽ1年 31(115) 193 (139) 5,983(67)4510(49)212  (212)873(716)!1,312(1704)! 854(55)13 744 ( 68)
1980 2 40 (148) 247 (178) 6444(72)8 205 ( 88) 198) ,032  (846)687(2190) ( 18 684 ( 93)
326 41 (152) 236(170) 6.670(74)575 (114)192 192) 600  (492)437 (1866)290(83)20 764 (103)
40 (148)383 ( 86) 247(178) 6.700 ( 75)1.247(よ21)1 18018 ) 601  (493)252 (1626)368  ( 88)21,348(106〉
1983 42(156)389(87) 245 (176) 6 935 ( 77)10,847(117)' 179(179) ' 502(4H)4■ (90)20,919 (104)
1984 43 (159) 22S (164) 7,048 ( 79)10,225 (110)71(171)401  (329)826 (1072)430(92)20,101 (100)
中 1年 141(101)685 ( 96)8 506 ( 95)8.859 ( 95)105  (105)i05  ( 86)94(122)1 968(62)
1986 2 100) 25 ( 93) 148(106)99(101)8 746 ( 98)919 (107) 108(89),  92(119)11254(30)20 235 (101)
27 (100) 139 (100)698 (100)8,969(100)9 289 (100) ユ22  (100)77(100)11,561(100)20, 18 (100)
?
?
?
??
?
?
?
??
?? _響9___|
379[高等部
?
??
8,75ユ *75条学級 合計11,353
505[同] 5
?
+75条学級 合計 3,958〔高等部本科及び別科〕????
?
757 (170) 666(96)10.329 i0329(51)
697 (156) 664 ( 96) iO,144(50)
1990 3 663(149) 9,909 9,909 ( 49)?
??
?
?? 9.654
60
渡部昭男 :障害児の後期中等教育への進学
表 6。 盲学校中学部卒業者の進学率の推移 (都道府県別)
卒業年
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
ICO′0 100,0 1つ0.0 llll1 0 IOO.0
1000
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
計内訳
北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
?
?
?
?
?
100 0
10CtO
100 0
100,0
100」0
100tO
ユ00!0
100,0
10010
100ィ0
100モ0
100,C
1000
100 0
100(0
100す0
100,0
loe,o
400′0
句olo
10010
ilX1 0
1e, o
10910
llXl,0
1090
1011.0
100^0
11X110
10,0
1011i0
llXliO
k00■0
10010
兵lX.IO
le91c
llXl,0
k00i0
111X10
Rell e
1990
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
IpO.つ
1弾fO
100 つ
1000
1つ0れ
I100
100,0
1k10.0
100 0
100「ll
10010
100.0
looro
lk10 0
100!0
1つ01i0
tec o
100r0
,00p
100 kl
190p
1001つ
?
?
?
?
『
?
?
?
??
?
??
ユ00と0
1000
ユ00(0
lllll ll
1000
100i0
10010
100 0
1001C
roe,o
100.0
10010
ェoe,o
10010
10010
100,o
100.0
1000
10Ci0
llXli0
i ll110
????
?
I∞10
199■0
100.0
i00 0
iOlliO
kOF1 0
1011,0
10010
1000
100.0
1∞_0
19919
llXl.0
10010
iC, 0
ilXつ
1900
lllt 0
100,0
1000
1011.0
14011
1,0.つ
190(つ
10010
100t0
1000
19Qlo
??
?
??
?
?
??
?
??
?
?
?
?
100す0
頚01=0
1∞tl
ltlllテ0
?O10
400′0
100 0
X00す0
1000
1000
と00 0
k00,0
?????????．?????
100rO
1090
100.0
100 0
1000
??????
100 0
190,0
ユ∞.0
100i0
10,0
1∞.0
llX1 0
190.0
1∞.0
11X10
10t10
110010
100 0
1000
k00■0
1攣0
?
?
‥‐?
?
?
?‐
?
?
?
??
I∞10
llX1 0
?????
ilX1 0
llXl.0
11Xl10
101111
,0010
ltll ttl
iつOte
1001つ
1000
1つ0 0
1000
100,
100,0
1900
10010
100 0
100,0
100 0
1911i9
4000
頚0-0
k00.0
lflα.0
400,0
1000
1000
10110
noっ
ユ麹O kl
ltX1 0
100n
II1010
10C10
11eo tl
10010
(0010
10010
100:0
(00,0
100,0
100,0
100,0
100 0
100 0
40010
100す0
100 0
1000
100 0
1000
1000
100.0
1000
40010
100iC
10C,,
loeto
i000
1011fO
iOO O
100 0
1000
10010
100^0
kO1 0
100 0
100:0
1∞ 0
100.0
10つi0
191119
llXl.0
llX1 0
1011.0
kOll.O
1011e
100.0
101 tO
IR10つ
lkloむ
1000
190tO
100,0
400_つ
100 0
1つ0.つ
ユl100
と00 0
100,0
100.0
封Otむ
100.0
100,
1000
100 0
100 0
1つ010
10010
1001kl
100.0
1tlα!0
100,0
T0010
lω10
100ォ0
100,0
1011ie
100tO
roo,o
100:0
靱 `p
|
80 0
1000
100ィ0
10010
1000
109.0
100 0
100 0
100,C
100.0
100.0
lllyi0
100 0
Xt O,0
10010
10は0
10010
100.0
10,ィ0
10010
ェlleすo
100,0
100,Q
10010
100tO
よ00す0
10010
10Cす0
100,0
100in
|
100.0
lCO!0
1∞^ 0
1011.0
1090
1∞-10
1011iO
19つ19
1011,0
1朝伊 O
1011,0
100 0
100t0
たOll.0
10010
1∞10
kOll.0
100 0
1∞0
109 0
100.0
X∞0
iC9■0
llXl.0
1∞10
1∽^ 0
11X10
40010
?
?
?
?
(68 1)(68 1) (57 4) (59 6)(74 5)(68 1)(70 2)(72 3)(72 3)(76 6)(70 2)(83 11)
注1) F学校基本調査報告書Ⅲより作成。
2) 100%の進学率に網掛け (|)をした。
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表7. 聾学校中学部卒業者の進学率の推移 (都道府県別)
卒業年 1979 1983 1986
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
96 6
10010
90 5
100:0
10010
100111
鋤nコ
珀|10
10はa
98 6
100tO
109`0
k00:0
Ialie
:00!0
kllll10
400!0
100:0
工∞tt
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
計内訳
北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
??
83 3
100t0
100,a
100i0
よOCす0
100!0
100:0
10し,
te,Io
10正!じ
HXL0
ユ001む
よ阻 10
とい0
80 0
蛍00:ll
ユ00:0
4薗
IODお
10010
kO儀4
190:0
1奪OiC
10磯0
1ul!o
コ併■
ユ000
11Xlれ
??????
?
????
1400=0
40010
象cefo
400:0
r雌o
XIXliC
10DiO
86 7
40910
98 1
kl10iO
1000
XIXli0
100:金???????‐????????????????
??????
4000
401110
宝班0
98 6
tecio
40C10
JIIXliO
tO00
40010
92 9
m.珀
痢ap
uoolo
翻 i0
140111
珊9い
舞蔭0
96 2
90 0
烈Xha
f00111
90 9
???????
?????
|はた4
10010
S1 0
knoこ4
looro
96 2
XO,「0
1ulio
とCe揮
2011iO
ねOra
97 3
400,0
83 3
10010
1,0,0
Jleir
ミacill
leolo
雄 ゆ
400111
1all,
XE1010
lllCr0
80 0
Ю,10
100“
95 2
10010
?
?
??????
?????
業00■
:戯10
1鶴お
IIXI10
1004
士ω10
舶eil
k00お
leoぉ
alxlio
97 4
1婢10
紐 0
魚は>●
H00れ
llXI:0
100111
ltDIや
機 J
kIXl慟
100it
t001J
IIXliC
叡儀えo
l備:こ
???????????
?
，
?
?
?
?
?‐
?
?
?
llecio
leolo
こ00“
IpO10
ktXl10
119010
1ali4
ltkli0
1110:0
剰Ci0
140f0
40010
触 ill
leaie
触 コ
88 3
部V10
離 苺
80 0
85 7
1eo:Ю
frlo:o
ttB約
????????????
???．?
???????
よOЮLn
100!0
40010
曲
1tXI10
コば上0
allolo
kO住0
90 0
1礎:0
98 0
1nllすo
211CtO
IC04
87 5
11111iO
40010
1pOill
箆0!d
100!0
ミ001C
W年■
よ00in
100:0
1901韓
???????????
?????
Xllll10
10Ci0
100i0
100〔0
長OCtO
1000
コ区た0
1韓0
83 3
k00ね
瑯 10
97 3
知鶴た0
S00お
k001J
瀬既!0
1∞!0
1001お
型
“
e
l破む
コはた0
10C■
160:奪
主00jO
l航ll
??????????????
?????‐。???????
roo珀
10010
1eoすo
tOOj0
幻Oill
DOi0
140:o
ltXlp
tlpや
知010
1k40,鶯
コ,:0
11p10
4onio
I100“
06 3
述∞士C
49aio
報Oi0
こ00ill
I10“
dooro
lracコ
????‐???????????‐???
?????
97 5
10儀|
10010
10は0
190,ll
10ひi0
100:0
100こ0
1CC10
kaolo
10ゆ10
100,ll
10010
1001■
と06!0
kOCill
loato
薄麒】4
10010
證0.す0
RO働0
400i0
出Xたll
at o19
10010
と0け10
k10,C
iettll
10C,0
n併:0
距0:C
ェ硝rc????????
91 7
こ礎r,
kOCi6
1転0
kll 10
1ulio
109:0
100しC
,極ll
ktX110
leclo
瑚 iC
lul:o
l曲|,
兵00,0
4gI:ll
100」0
10910
こe9:o
ェao■
蜘歩10
よい|,
1001む
柔0,10
触 0
kIXl ll
le91o
??????????????????
ゆOi0
11mlo
100itl
TOQ拇
素船19
10Cte
と00:0
11410
ttXl10
畑 i0
1011iO
t00や
触 10
1oete
rOD10
勲 i0
1四i0
TOclp
76 2
H0010
11mコ
ilXl10
鶏班p
爵Oitl
部O!0
細 頚
k00:tl
ittn
即 10
節 10
?
??
↓
?
?
?
?
?
?
?
?????
199:0
と0伍0
1t eio
k0010
ユ00:0
1銀X4
40010
101110
とOCFO
k40謹
10D10
R00,a
lalio
98 3
200111
よ0010
20“コ
ミne10
印け:0
～
母010
瀬伝0
mo19
1nolo
????????
????
???????????
41XliC
II●CiC
llXIIC
llXliC
keo:o
10010
11Xli0
XIXl e
409拇
kO010
40010
recr,
XIXlす0
ユ∞i0
紐 10
ユ00`0
92 0
kOO kJ
盤OC,0
1 Xl10
XtXl!0
1e9れ
騨 !0
期 韓
4●01つ
獄00'9
1的10
400:0
=弾
:0
kalio
?????
?????
??
?
?
(70 2)(617) (66 0)(766)(76 6)
36
(76 6)(80 9)(30 9〕 (85 1)(872)
39
(83 0)
40
(85 1)
40
(85 1)
注1) 「学校基本調査報告書Jより作成。
2) 100%の進学率に網掛け (■つ をした。
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注1) f学校基本調査報告書』より作成。
2)進学率が30%以上に網かけ 01),40%未満にアンダーライン (―)を付した。
3)進学率の後ろに付してあるO内の数字は全国の上位順位,国内の数字は下位項位であり,それぞれ5位まで示した。
表8. 養護学校中学部卒業者の進学率の推移 (都道府県別)
卒業年 1985 1986
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
D71郵
67 9
668 ????．???
??
?
?
??
??
9418
64 6
61 2
??
?
?
?
?
98t' 笛i4
?
?
?』
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?? ?
?? ?
?? ?
?
64 3
47 3
78 7
29研□
88:-1
80r0
9918
871S
鍼iユЭ
欝:7①
9010
97■③
80お
97=づ②
S2ツ
銀13
85:0
60 5
粥14⑤
????
351団
85t?
351□
841:4
79 5
欝i`
921gKD
47 2
蛸17③
孵,3
9013
0み10②
01●こ
9=f芸
躍|ふ⑤
15 ∝]
47 8
97:Ю
42 3
?
???????
???????????????????
??????
???
???
????
離 l⑤
73 3
路.4
35咽
贈:Ю
86大Ю
60 7
弱:Ю
鱗13????????
??
?
69 8
60 3
62 1
63 2
39 3
49 5
???
????
28廻
60 2
517
4夕 9
68 4
笛11
硝ユ⑤
34咽
52 2
84iI
59 8
49 4
篠:8Э
O密il①
63 0
00担Э
9712
18研コ
aalュЭ
32掴
?
???
?
?
?‐
?
????????
??
???
???
70 4
毒4,こ
83:″
77 3
26個
3″:O③
,li執②
64 0
8410
日と:以Э
20dコ
0と1忠:D
33咽
aB!!Ю
27咽
32咽
?????????
??????
??
脳
=兵
⑤
隣:4Э
26 7
?????
???
?‐??????????
?
????
霊拗2
働10①
50 6
22咽
33 5
43 2
37 7
27廻
48 0
40 2
suittЭ
e9■⑤
鶴:2
27咽
BCi7
67 7
鶴お
94∫92
39,0
gO:想Э
BC10
27咽
鋳叡Э
26咽
67 6
59 7
20姻
39 1
?????‐
31研コ
49 5
駐 1彗
苗3!葛
9710①
当Kl ‐ i       (D
61 6
62 8
30釧団
26咽
49 5
???????
?
?
??????
????
81●1
921Ю
,11Ю
節t0
32廻
S4 1
63 4
69 1
0StЮ
銀18④
67 4
89!2
0■,
76 9
89ヽ
鶴 !1-
????????
???????????
?
?? ?
?? ?
?? ?
?
?? ?
?
?????????
?????????????．????????
29劉□
84:3
9HittЭ
8612
蒟|=
32廻
D2“
57 0
801哲
04 6
50 4
43 8
64 9
81,,
86∫HЭ
94-O③
盛Ю
26咽
03 8
49 タ
41 6
28咽
30掴
3118
021打Э
ヽ■―,
田1'
60 4
君41,6
613
64 6
66 9
50 7
66 5
奪4,9
磁 !10
34 2
32 3
29班団
裏|
????????????﹈???
??‐????????
??
???‐???
??
?????
61 7
鶴:4
64 5
32-!I
59 8
58 4
69 6
碑IS
OSil②
働14
弦:4③
碗18
76 2
9914①
議 3
競 T
93!―蘇Э
59 4
馘i4
33d団
30 8
97 5
61 7
鶴ユ
???
??????
??
????
28咽
69 1
8程お
74 6
g苺13
71 9
69 4
,猛▼
硯:0
46 3
飩:イ③
Oi92
67 7
33研□
45 9
34個
3,14
?????
34徊
37咽
転 17
監Ю
競S
思810
38霊]
73 4
71 2
転 10
75 0
73 5
S■7
罰611Ю
O去つ
60 4
58 9
99ijЭ
68 1
1eolЮ
BI,1
58 3
76 7
73 5
64 4
381団
48 6
39引団
っ
?
?
?
．?
??
?
?
?
? 15(319)
6(128)
17(362)
5(106)
9(191)
9(191)
10(213)
7(149)
8(170)
12(25 5)
6(128)
22(46 8)
9(191)
(17 0)
11(234)
10(21 3)
12(255,
12(25 5)
13(277)
0(191)
13(277)
10(213)
17(362)
9(19 1)
15(319)
7(149)
14(298)
5(10 6)
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表9. 中学校75条学級卒業者の進学率
年3月 1980 1980
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
??
?????〓
??
????
???
????
??
????〓
??
????
??
?
??
??
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
??
?
??
?
?
??
?
513
7再1禁
?713
53 8
7710
?????‐???
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
．
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???????????????『『?????????
?????‐??‐?????
??????
‐???
??
??‐???
???
???
??
』?
?????‐??
??
???‐???
??
591②
7釧コ
65Ю
50ユЭ
8α団
128
ゴ|
618Э
18 8
654①
48 3
??????
????〕???
﹈???????
593Э
49 7
38 3
45 9
??
?????
??
??
?‐?
????
??
???
な:麒Э
なや④
16姻
77Ю
??‐??‐‐?????????????﹈????
?????
??????
681⑤
721感D
25 3
13咽
??
??????
????
61 mЭ
?????
?〕??‐??
691①
7咽
59 8()
露i深|
60Ю
??????????
?????????
?????????
????
32 3
33 4
?????????﹈???????
??????
?
??
13咽
イ01,②
8廻
70:徹Э
13dコ
654④
???????
38 6
53 8
67叡Э
?????????
???????
??????????
を絹9
60 6
35 7
67♂Э
???
???
??
???‐????‐???????
??
????
36 7
????????
???
???．??
16掴
29 0
“
工③
16姻
67参Э
r4導④
519
????‐??
????????
???
???????
?
?
?
?
?
?
??
??
??
??
?．???
???．??
??
33 8
17咽
,■4Э
675⑤
3214①
15姻
7∝!砲
48 9
??????
???????
???
?‐??
???????????
??
騰 Ю
692⑤
15咽
salЮ
TC,3Э
49 4
35 7
?????
????????
???‐?????????
????
??
?????
60 0
41ユЭ
T4→②
19姻
″缶HЭ
36 5
59 8
61 3
磁1剖Э
089Э
68 3
59 0
62 3
57 5
68 2
????????
????????
??
?
53 4
35 3
53 4
56 1
37 7
7S,ユЭ
TatttЭ
螂
8919Э
イ218
33訥9
,転召
Pat4
2410
4Ю
33 8
????????
???
??
??
??????????
??
??????
?‐??
?I=イ
81:⑭
23姻
a7ね①
T41Ю
aot4Э
73とる
741,⑤
701母
66 8
??????????
????????
???????
????????????
???
7aruЭ
79■④
■姻
8工Ю
18姻
B71コЭ
rs18
701-1
al〕Э
42 0
75iC
64 6
614
87 7
生119
????
????
????????
62 3
28個
27姻
黎,9
お料Э
20姻
7510
36tЮ
73,7
85、つ
34(723)2(68 1)
4(85)
28(59 6)26(553)
2(43)
25(53 2)
4(85)
23(48 9)
4(85)
21(44 7)
4(85)
19(40 4)
4(85)
18(38 3)
10(213)
14(29 8)
8(170)
14(2981
10(213)
13(27 7)
8(170)
10(213)
注1) 「学校基本調査報告書』より作成。
2)進学率が70%以上に網かけ t●),40%未満にアンダーライン (―)を付した。
3)進学率の後ろに付してある0内の数字は全国の上位順位,国内の数字は下位lHtであり,それぞれ6位まで示した。
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表10, 中学校75条学級卒業者の機関別の進学 。入学状況 (都道府県別)
卒乗年 1980年3月 1985年3月 1990年3月
内 訳 進学事 高校等 高等部 教育訓換機関 進学率 高校等 高等部 教育副療機関 進学率 高校等 高等部 教育訂1練機関
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
????
?????
人 (%)
3,471(262)
3(47)
3,168 (24 6)
300(9eJ)
人 (%)
1.528(■5)
34(礎よ)
と,494(116)
人 (%)
■869(141)
11 (17 2)
,857 (14 4)
1(03)
%?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
人 (%)
2,388(21
?
?
??
?
??
???
‐??
大 (%)
2,884(259)
45(7■,)
2.839(258)
?
?
?
??
3(53)
,360 (12 4)
??
?
??
?
?
人 (%)
,751(160)
1(19)
,60S (16 3)
85(SSta)
人 (%)
4,■6(397)
31(SI言〕
4.070(400)
9(73)
人 (%〕
910(88)
S(93)
8,3 ( 8 6)
27 (21 8)
埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
????????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
京 都
大 阪
兵 摩
奈 良
和歌山
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
207
173
17 1
58 2
??????????????????????
‐??‐?‐?
????
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と1) 「学校基本調査報告書Jより作成。
2)進学率は,表9の再掲である。
3) 「高校等」または「高等部」の進学率が60%以上に網かけ (iつを付した。
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図1.養護学校中学部卒業者及び中学校75条学級卒業者の進学率のクロス(1980年|)
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図2.葺護学校中学部卒業者及び中学校75条学級卒業者の進学率のクロス(1990年)
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図3.養護学校中学部卒業者及び中学校75条学級卒業者の進学率のクロス(1980年-1990年)

